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【朝日町風土記〕
遠
い
祖
先
の
心
を
伝
え
る

習

俗

風

俗

稚
児
舞

槍
お
ど
り
、
扇
舞

・
宮

崎

・

「
奈
須
の
与
一

は
ど
こ
の
園
の
人

四

国

サ

ナ

ン

ジ

ャ

イ

ナ

屋

島
の

四

国

屋

島
の
壇
の
浦

扇
の
要
を
射
落
し
た

サ

ヨ
イ
ヤ

サ

ナ
ン
ジ
ャ
イ
ナ
」

の
地
唄
で
然
う
扇
授
は、

袖
口
に
は
錦
一房

を
つ
け
、
紫
の
振
袖
紋
付
着
物
の
道
中
姿、

ボ
タ
ン
の
花
笠
を
か
ぶ
っ
て
舞
わ
れ
る
J

宮
崎
の
稚
児
援
は
古
く
平
安
＋末
期

（八
O

O
年
前
）

に
源
を
も
ち
．

中
川市」禾
期
（
四

O
O年
前）

に
完
成
さ
れ
た
も
の
こ
考
え

ら
れ
て
い
る
が
、

舞
に
と
も
な
う
地
唄
は

近
世
化
‘
ザ
レ
唄
化
し
て
断
片
的
に
な
っ

て
い
る
J

し
か
し
神
を
迎
え
て
村
内
の
家
々
を
順
々

に
廻
リ
態
霊
を
村
外
れ
で
追
い
払
う
形
式

や
家
々
の
庭
先
に
入
リ
こ
ん
で
の
稚
児
舞

や
悪
霊
を
拍
子
木
の
音
に
よ
っ
て
追
い
払

う
形
式
な
ど
信
仰
的
な
意
味
に
使
わ
れ
た

泊
子
ホ
だ
け
の
伴
奏
は
古
い
舞
の
伝
承
が

う
か
が
わ
れ
る。

（
写
真
は
女
児
の
扇
舞
）

今月のおもな記事
。昭和50年度予算案きまる
。昭和50年度予算案の説明
。金園町村臓会議長表彰
。議会だより
。標慨小作料の改正
。農作業償金の決定
。サケの枇魚放流
。富山県米作改良選賞表彰
。奨学生募集
。役場駿員、教犠員人事異動
。体協だより
。連背だより

。草野地内分譲宅地造成はじま
る
o消防密だより （山火事防止）
。朝日町20年のうつりかわりの
特集を終えて

(l) 
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昭和32年且月 8日
鰐 3種都便物認可

昭
和
五
十
年
度
予
算
は

「
生
活
環
境
の
整
備
」
、
「
教
育
条

件
の
整
備
」
、
「
産
業
基
盤
の
整
備
」
の
三
政
策
に
、
新
し
く

「
郷
土
の
保
全
」
を
加
え
た
四
本
の
柱
を
立
て
、
厳
し
い
社
会

状
勢
の
中
で
、
適
確
に
現
状
を
認
識
し
、
将
来
の
見
通
し
に
立

っ
た
基
本
施
策
を
推
し
進
め
て
い
く
も
の
で
、
一
般
、
特
別
、

企
業
会
計
合
わ
せ
て
三
十
二
億
五
十
四
万
円
で
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
す
。

一
般
会
計
予
算

十
八
億
二
百
十
一
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

四
億
六
百
四
十
八
万
円

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
特
別
会
計
予
算

（
笹
川
、

宮
崎
、
境
診
療
所
〉

三
千
七
十
七
万
円

簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算

九
百
七
万
円

用
水
特
別
会
計
予
算

二
百
四
十
六
万
円

病
院
事
業
会
計
予
算

九
億
四
千
九
百
六
十
三
万
円

歳
入
に
つ
い
て
は
、
各
費
目

別
に
、
歳
出
に

つ
い
て
は
、
四

つ
の
基
本
施
策
別
に
主
な
も
の

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

歳

入

全
体
の

一
八

・
六

%

町
の
財
政
の
中
心
を
な
す
町
税
は
、
四

十
九
年
度
に
比
べ
て

二
ニ

・
四
%
の
伸
び

を
見
込
み
、

町
民
税
一

倍
凹
千
七
百
七
七

万
円
、

固
定
資
産
税
一

億
二
千
五
百
六
五

万
円
、
町
た
ば
こ
消
費
税
二
千
八
百
五
六

万
円
、
竃
気
税
一

千
五
百
三
一
万
円
、
軽

自
動
車
説
、
木
材
引
取
税
、
特
別
土
地
保

有
税
、
入
場
税
な
ど
で
一
千
七
百
二

O
万

円
で
合
わ
せ
て
三
億
三
平
四
百
五

O
万
円

で
あ
り
ま
す
。

地
方
議
与
税
、
自
動
車
取
得
税
交
付
金

交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
に
つ
い
て
は

、
道
路
穏
備
、
交
通
安
全
施
設
格
仰
を
自

的
と
し
て
合
わ
せ
て
二
千
八
百
八
六
万
円

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

全
体
の
三
六
・
二
%

財
政
的
地
域
絡
差
を
少
な
く
す
る
た
め

に
国
が
財
源
の
配
分
を
行
う
た
め
の
地
方

交
付
税
は
、
前
年
度
実
錨
等
を
勘
案
し
て

六
倍
五
千
三
百
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

全
体
の
二
九

・
一二
%

分
担
金
お
よ
び
負
担
金
に
つ
い
て
は
、

各
種
事
業
の
受
益
者
か
ら
応
益
分
を
負
担

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
広
域
農
道
、
林

道
附
設
事
業
、
水
産
業
振
興
事
業
な
ど
の

分
担
金
と
し
て
六
千
八
百
五
四
万
円
。

乳
幼
沼
保
育
の
た
め
負
出
制
し
て
い
た
だ

く
保
脊
料
に
つ
い
て
は
、
国
の
保
育
単
価

の
悩
上
が
り
等
を
考
慮
し
て
引
上
げ
を
計

凶
し
、
六
千

一
百
三
七
万
円
に
な
り
ま
す

使
用
料
お
よ
び
手
数
料
に
つ
い
て
は
、

福
祉
・

体
育
セ
ン
タ
ー、

公
営
住
名
、
町

蛍
プ
ー
ル
等
の
使
用
料
は
前
年
度
同
犠
の

料
金
と
し
ま
し
た
が
、
火
葬
場
使
用
料
、

住
民
基
本
台
帳
関
係
等
手
数
料
に
つ
い
て

は
、
脂
設
維
持
費
な
ど
を
折
り
込
ん
で
値

上
げ
を
行
い
、
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
で

一
千
九
百
四

一
万
円
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

町
が
仕
事
を
行
っ
て
い
く
う
え
に
お
い

て
、
国
や
同
県
か
ら
受
け
ま
す
補
関
金
、
負

担
金
等
と
し
て
五
億
二
千
八
百
八
二
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
の
主
な
も
の
と
し
て

－
股
業
情
造
改
善
事
業
分
／
一
億
六
下
四
百

7
1
Z
U
4
・

九
八
万
円

・
都
市
計
闘
街
路
、
道
路
特
別
改
良
事
業

三
千
万
円

・
体
道
開
設
事
業
分
二
千
八
百
四
八
万
円

．
同
令
者
医
療
給
付
償
分
六
千
三
百

一
八

万
円

－
保
育
所
迎
皆
殺
分
九
千
八
百
二
八
万
円

．
町
民
運
動
場
建
設
事
業
分
七
百
五

O
万

円
な
ど
で
歳
入
予
算
の
二
九

・
三

%
を
し
め

て
い
ま
す
。

(2) 

全
体
の

四
・
二

%

寄
附
金
に
つ
い
て
は
、
積
樺
悶
に
仕
事

を
進
め
て
い
く
た
め
の
財
漉
と
し
て
町
道

舗
装
寄
附
金
二
両
八
O
万
円
、
消
防
施
設

盤
備
事
業
二
八
万
円
の
ほ
か
育
英
奨
学
資

金
と
し
て
一
百
三
0
．万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

町
債
に
つ
い
て
は
、
奴
気
抑
制
的
基
調

の
た
め
、
住
民
に
臨
接
関
連
す
る
道
路
盤

附
、
ど
み
収
集
車
、
消
防
自
動
車
購
入
、

公
民
館
建
設
お
よ
び
町
民
運
動
場
建
設
債

な
ど
で
七
千
五
百
六

O
万
円
に
な
り
ま
す

一
、
社
会
福
祉
の
向
上

三
惚
七
千
一
百
七
七
万
円

．
老
人
い
ζ

い
の
家
設
置
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－
敬
老
福
祉
金
の
増
額
支
給

－
老
人
家
庭
福
祉
員
の
培
員
と
「
震
の
ベ

ル
」
設
置

・
身
体
障
害
者
福
祉
金
の
増
額
支
給

－
身
体
障
害
者
補
装
具
費
の
全
額
助
成

－
重
度
身
体
障
害
者
機
能
回
彊
訓
線
器
具

の
購
入

・
ち
び
っ
と
広
場
の
設
置

一一、
保
健
衛
生
の
充
実

八
千

一
百
八
万
円

・
地
下
水
水
量
調
査
、
電
気
探
査
の
実
施

・
成
人
病
、
結
桜
住
民
検
診
の
実
施

．
ご
み
収
集
車
の
購
入

道
路
交
通
網
の
整
備

一
間
三
千
四
百
三
九
万
円

・
生
活
関
連
道
路
改
良
事
業
の
新
規
施
行

・
町
道
改
良
、

舗
装
、
都
市
計
回
街
路
事

業
の
実
施

－
交
通
安
全
施
設
の
充
実

四

集
落
の
移
転

一
．
千
四
百

一
七
万
円

－
集
落
移
転
整
備
事
業
の
実
施

一
、
学
校
教
育
の
整
備

百
九

O
万
円

－
学
校
事
故
賠
償
責
任
保
険
へ
の
加
入

・
教
材
教
具
の
整
備
や
自
動
火
災
報
知
機

の
設
侵

ニ、

社
会
教
育
の
充
実
四
千
八
百
九

三
万
円

・
地
区
公
民
館
の
建
設
、

書
記
の
新
設

・
少
年
教
室
、
高
令
者
学
級
な
ど
の
開
設

．
視
聴
覚
ラ
イ
プ
ラ
リ
l
の
開
設

＝一
、
保
健
体
育
の
向
上
四
千
七
三
万

一
億
六
千

－J 
－
町
民
総
合
運
動
場
の
建
設

－
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
増
大
の
た
め
の
グ
ル

ー
プ
背
成
強
他

一、

農
林
水
産
業
の
振
興

三
百
七
五
万
円

－
農
業
構
造
改
議
事
業
の
推
進

・
農
工
一
体
化
事
業
、
高
能
率
生
産
団
地

酪
備
事
業
の
促
進

・
自
立
経
営
農
家
の
育
成
強
化

－
乳
用
は
ら
み
牛
、
優
良
種
豚
の
導
入

．
林
道
開
設
明
業
の
実
施

・
花
と
緑
の
町
づ
く
り
と
町
花
、

町
木
の

育
成
普
及

．
漁
港
の
抱
備
や
漁
業
迎
難
防
止
対
策
事

業
の
推
進

二
、
商
工
業
の
振
興
と
観
光
開
発

二
千
二
百
六
五
万
円

・
県
立
自
黙
公
園
の
整
備

・
小
口
事
業
資
金
あ
っ
旋
保
証
融
資
資
金

預
託
制
度
の
導
入
、
利
子
補
給

・
観
光
パ
ン
フ
レ
で
ト
の
作
成

三
、
労
働
関
係
施
策
の
推
進

．
失
業
対
策
事
業
の
実
施

三
億
七
千

一
、
消
防
機
能
の
強
化

二
万
円

・
治
防
自
動
車
の
附
入
や
無
線
機
の
務
備

．
救
急
自
動
車
の
強
制
や
数
急
用
機
械
総

具
の
購
入

・
無
線
サ
イ
レ

ン
吹
嶋
装
置
の
設
箇

二
、
町
土
の
保
全

一
千
三
百
四

O
万

五
千
二
百
四

円

・
が
け
地
な
ど
危
険
住
宅
の
移
転
事
業
や

係
地
崩
壊
防
止
事
業
の
惟
進

＝一、

災
害
復
旧
撃
業
の
促
進

九
万
円

一百

一
、

一
般
行
政
の
充
実

百
五
二
万
円

・
道
路
賠
償
責
任
保
険
へ
の
加
入

・
物
価
モ
ニ
タ
ー
の
情
報
収
集
や
不
用
品

交
換
会
、
級
末
野
菜
安
売
り
の
実
施

二、

広
域
行
政
の
挑
進

凹
午
八
百
五

万
円

－
新
川
広
域
間
市
業
負
担
金
や
ス
ー
パ
ー

位
道
開
設
事
業
負
担
金

三
、
公
出
費
お
よ
ひ
予
備
費

千
七
百
四
九
万
円

二
倍
六
千

一
位
三

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、
診
探
報
酬
単
価
の
改
訂
見
込
、
医
療

費
公
費
負
担
制
度
の
普
及
徹
底
お
よ
び
高

額
療
養
資
受
診
者
の
地
太
な
ど
に
対
応
す

る
た
め
、

一
般
会
計
か
ら
の
大
巾
な
繰
入

と
保
険
税
の
引
上
げ
を
見
込
み
ま
し
た
。

的
病
院
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、

施
設

の
効
率
的
利
用
と
医
療
機
械
の
盤
備
充
実

を
は
か
り
、
地
域
住
民
の
医
療
機
関
と
し

て
の
役
割
を
果
レ
て
い
き
ま
す。

昭
和
五
十
年
度
一
般
会
計
の
な
か
み
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総
需
要
抑
制
を
本
木
に

特
定
財
源
の

最
大
限
の
活
用
に
よ
り

昭和50年 4Jl 1 0日
一ー 月 刊〈毎月10日発行〉 ・・・・・一一、

引
統
き

第 23 6号

長

薙

町

中川

ひさ

高
度
成
長
経
済
か
ら
安
定
経
済
へ
の
移

行
に
伴
い
、
地
方
財
政
は
年
々
従
来
の
よ

う
な
規
模
の
拡
大
を
期
待
す
る
と
と
が
で

き
な
く
な
る
と
と
も
に
、
構
造
的
に
も
硬

匝
化
の
問
題
を
か
か
え
る
ζ
と
に
な
り
、

本
年
も
引
き
続
き
総
需
要
抑
制
策
の
も
と

で
財
政
運
営
を
し
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
に
立
ち
い
た
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
経
済
の
推
移
に
つ
き
ま

し
で
も
変
動
要
素
が
多
く
適
確
な
見
通
し

は
著
し
く
困
難
な
年
で
あ
り
ま
す
が
、
国

県
と
の
関
連
あ
る
特
定
財
源
を
最
大
限
に

生
か
し
た
政
策
を
鍛
進
す
る
と
と
も
に
、

極
力
経
費
の
節
械
を
は
か
り
な
が
ら
、
社

会
福
祉
施
策
の
充
実
な
ど
を
優
先
に
し
た

方
針
を
貫
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

乙
の
際
、
公
約
と
し
て
す
す
め
て
ま
い

り
ま
し
た
「
生
活
環
境
の
聾
傭
」
、
「
教

育
条
件
の
聾
備
」
、
「
産
業
基
盤
の
骨
量
傭

」
の
＝
一
政
策
に
、
新
し
く
「
郷
土
の
保
全

あ報昭和32年 B月日日 付’
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四
大
施
策
を
推
進

」
を
一
つ
加
え
、
四
つ
の
柱
で
前
述
の
諸

情
勢
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
最
善
の
努
力
を
払

っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

つ
ぎ
に
新
年
度
予
算
編
成
の
方
針
で
あ

り
ま
す
と
と
も
に
、

当
箇
の
数
年
間
に
わ

た
る
基
本
的
な
課
題
と
し
て
念
頭
に
お
い

て
お
り
ま
す
四
つ
の
柱
の
内
容
に
つ
い
て

そ
の
概
要
を
申
し
の
べ
た
い
と
存
じ
ま
す

－
生
活
環
境
の
整
備

自
治
体
の
事
務
の
も
っ
と
も
重
要
な

一

つ
は
、
住
み
や
す
い
町
と
は
、

町
民
の
生

活
が
平
和
、
清
原
、
健
康
、
安
全
、
便
利

に
し
て
、
若
い
世
代
が
育
て
ら
れ
、
め
ぐ

ま
れ
ぬ
者
が
扶
け
ら
れ
る
状
態
を
き
す
と

考
え
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
幼
児
か
ら
老
人
に
ま

で
い
た
る
社
会
福
祉
の
向
上
、
保
健
衛
生

の
充
実
、
道
路
交
通
網
の
盤
備
、
危
険
あ

る
い
は
不
便
な
住
居
へ
の
対
策
な
ど
の
施

策
を
逐
次
実
施
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん。
つ
い
教
育
条
件
の
整
備

百
年
の
計
は
人
を
つ
く
る
に
あ
り
、
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
教
育
の
重
要
な
る
ζ

と

は
多
一万
を
裂
し
ま
せ
ん
。

と
く
に
近
時
、
生
服
教
育
と
い
う
宮
摘

が
し
め
す
よ
う
に
学
校
教
育
と
と
も
に
広

い
滋
味
で
の
社
会
教
育
の
型
前
も
ま
た
多

岐
に
わ
た
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
泊
高
等
学
校

の
新
築
移
転
等
と
の
関
連
も
あ
り
、

泊
小

学
校
の
改
築
お
よ
び
、
か
ね
て
の
中
学
校

統
合
一
訂
函
を
具
体
化
す
べ
き
段
階
に
は
い

っ
て
お
り
ま
す
。

と
れ
ら

一
連
の
課
題
を
長
期
的
総
合
的

な
展
望
に
た
っ
て
と
り
く
む
所
存
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
社
会
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公

民
館
活
動
の
充
実
を
中
心
と
し
て
各
種
学

級
講
座
の
普
及
、
社
会
教
育
諸
問
体
へ
の

助
成
、
ス
ポ
ー
ツ
の
掠
興
を
通
じ
て
の
豊

か
な
情
混
と
強
い
体
力
の
盤
成
な
ど
に
似
出

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
わ
が
町
狙
自
の
－X
化
財
も
多
く

、
こ
れ
ら
の
調
査
保
付
に
も
配
慮
い
た
し

ま
す
。。
ふ
産
業
基
盤
の
整
備

き
わ
め
て
困
難
な
経
済
状
況
の
中
で
、

豊
か
な
町
づ
く
り
の
た
め
巾
広
い
行
政
の

雄
進
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
特
に
わ
が
町

に
あ
っ
て
は
、
山
、
海
、
野
と
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
持
味
を
生
か
し
た
産
業
の
振
興

が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

民
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
限
ら
れ
た
燥

地
を
高
度
に
利
用
す
る
乙
と
が
根
本
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
基
盤
整
備
事
業
、
刷
版
業
構
造

改
話
事
業
お
よ
び
こ
れ
ら
に
準
ず
る
近
代

化
事
業
の
早
期
実
施
を
期
す
る
と
と
も
に

、
進
ん
で
農
村
環
境
の
盤
備
を
は
か
る
た

め
冨
庫
資
金
の
導
入
を
今
後
の
重
要
な
目

標
と
い
た
し
ま
す
。

林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
資
源
の
開
発
一

と

ν
ク
リ
エ
1
シ
コ
ン
を
か
ね
て
林
道
網

一

の
帥
慣
例
酬
を
お
こ
な
い
、
自
然
と
綿
の
川
と

一

し
て
の
イ
メ
1
シ
ア

ッ
プ
を
は
か
つ
て
ま

…

い
り
ま
す
。

－

水
産
業
に
つ
き
ま
し
で
は
、
漁
港
の
鶴

一

上

島

栄

作

デ

備
は
当
面
の
急
務
で
あ
り
、
乙
れ
に
よ
っ
…

大

橋

米

太

郎
γ

て
漁
業
の
近
代
犯
と
経
営
の
安
定
に
努
め
川

一

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

↑

長

崎

仙

松

」

一

二
月
七
日
全
国
町
村
議
会
議
員
会
館
に

中
小
企
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
下
の

一…
お
い
て
開
か
れ
た
全
国
町
村
議
会
議
長
会

金
融
状
況
に
か
ん
が
み
融
資
資
金
預
託
を
川
一
定
期
総
会
の
席
上
、
朝
日
町
議
会
議
員
上

お
ζ

な
う
と
と
も
に
、
街
路
事
業
を
推
進

－一
島
栄
作
氏
、
前
議
員
大
僑
米
太
郎
氏
と
長

す
る
ζ

と
に
よ
っ
て
、
魅
力
あ
る
商
店
街

一
崎
仙
松
氏
は
、
地
方
自
治
に
貢
献
さ
れ
た

形
成
の
一
助
と
い
た
し
ま
す
。

…
功
績
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
別
表
彰
並
び

観
光
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
と
ω

－
に
在
職
三
十
年
以
上
及
び
十
五
年
以
上
の

も
自
然
公
園
の
路
備
に
つ
と
め
て
ま
い
り

－一
自
治
功
労
表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

ま
し
た
が
、
減
山
か
ら
三
峰
へ
と
事
業
の

－一

な
お
特
別
表
彰
は
、
永
年
勤
続
議
員
で

範
囲
を
順
次
広
大
し
て
、
そ
の
名
に
ふ
さ

川

か
も
地
方
自
治
に
対
し
て
そ
の
功
績
が

わ
し
い
立
体
的
な
構
成
を
つ
く
り
あ
げ
た

↑－
特
に
顕
著
な
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

恥一
で
す
0

4
郷
土
の
保
存

わ
が
町
は
、
豊
か
な
自
然
に
め
ぐ
ま
れ

一

て
い
ま
す
が
、
ひ
と
た
び
怒
り
を
発
す
る

一

や
山
川
と
な
く
海
と
な
く
暴
威
令
限
う
乙

…

と
は
間
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

↑

乙
れ
に
対
処
し
て
治
山
、
砂
防
、
河
川
一

改
修
、
海
岸
浸
食
対
策
を
強
力
に
進
め
、

－

安
ん
じ
て
生
活
の
で
き
る
郷
土
を
つ
く
り

一

あ
げ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

一

以
上
、
四
つ
の
基
本
的
施
策
を
目
指
し

…

て
お
り
ま
す
が
、
道
は
暗
く
険
し
い
試
縦

↑

に
立
た
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

恥

新
し
い
政
策
を
追
求
し
つ
つ
、
財
源
の

一

重
点
的
、
か
っ
、
効
率
的
な
配
分
と
直
切

叩

な
管
理
に
よ
っ
て
、
よ
り
よ
き
町
政
の
た

一

め
全
力
を
つ
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

一

ま
す
。

相

全
国
町
村
議
会

議
長
会
表
彰
の
栄

三
氏

(4) 

上島栄作氏大橋米太郎氏長崎仙松氏
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諮
問
和
五
十
年
度
朝
日
町
一
般
会
計
予
算

歳
入
議
出
予
算
総
額

一、

八
O
二
、
一

昭
和
五
十
年

第
三
回
朝
日
町
議
会
定
例
会

（予
算
議
会
）

－・・lltlllllllll・....・・・a・・・・・・1111111111・a

－
あ
ら
ま

し

昭
和
五
十
年
第
三
国
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
三
月
十
日
か
ら
＋
九
日
ま
で
会

期
＋
日
聞
を
も
っ
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
昭
和
五
＋
年
度
朝
日
町
一
般
会
計
予
算

（
一
、
八
O
二
、
一

一
八
千
円
）
を
は
じ
め
条
例
の
改
正
な
ど
、
観
察
三
十
一
一
件
可
決
、
選
挙
ニ
件

を
決
定
い
た
し
玄
し
た
。

情
顕
陳
情
十
一

一件
に
つ
い
て
は
採
択
七
件
、
継
続
審
査
四
件
の
決
定
か
さ
れ

ま
し
た
。

ひ一

間
関
闘
回

3
月
叩
日
本
会
議
（
会
期
の
決
定

町
長
提
案
理
由
の
説
明
）

本
会
議
（
議
案
説
明
）

本
会
議
（
議
案
説
明
）

本
会
議
（
質
疑
二

般
質
問
）

本
会
議
（
一
般
質
問
）

文
教
厚
生
委
員
会
（
付
託
案

件
の
審
査
〉

休
会
文
教
厚
生
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会
（
付
託
案

件
の
審
査
）

総
務
委
員
会
（
付
託
案
件
の

審
査
）

本
会
議
（
委
員
長
報
告
、
間

焼
、
討
論
、
採
決
、
日
程
の

追
加
‘
離
案

一
件
審
議
可
決

さ

3
月
日
日

3
月
ロ
日

3
月
日
日

3
月
同
日

3
月
日
日

あ－広 ー報

3
月
刊
日

3
月
げ
日

3
月
川
日
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3
月
旧
日

マ可
決
さ
れ
た
モ
の

一
八
千
円
。
前
年
度
予
算
額
比
三
五
七

、
一二
O
四
平
円

瀦
昭
和
五
十
年
度
制
円
町
由
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
四

O
六
、
四
八

一
千
円

前
年
度
比

二
二

、

土
ハ
五
千
円
相

貌
昭
和
五
十
年
度
朝
日
町
国
民
健
康
保
険

診
療
施
設
笹
川
診
療
所
特
別
会
計
予
算

七
、
五
三
O
千
円
前
年
度
比
一
．
、
て
六

八
千
円
培

制御
昭
和
五
十
年
度
制
日
町
国
民
健
康
保
険

診
蝦
施
設
境
診
療
所
特
別
会
計
予
掠
、

一五
、
五
七
五
下
円
前
年
度
比
五
、守

一

0
0千
円
用

務
附
和
五
十
年
位
制
日
町
間
易
市
小
泊
特
別

会
計
予
郡
九
百
七
万
七
千
円

協
附
和
五
十
年
度
削
口
町
出
保
外
，
．
地
区

用
水
特
別
会
計
予
昨
．
百
十
九
万
九
下

’J14司コ
線
問
和
五
十
作
度
制
円
町
的
外

一
一
地
氏
周

水
特
別
会
計
予
算
二
十
六
万
一
－
一
円

務
附
和
五
十
年
度
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業

会
計
予
算
九
四
九
、
六
一二
O
千
円
前
年

度
比
二
五

O
、
五
回
二
千
円
増

＂＇＂＂＇＂・・ II・・・・2・・Hlttllttlllll・・・・2・

滋
朝
日
町
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
質
問

弁
償
支
給
条
例

一
部
改
王
の
件

（
従
来
町
内
一

一
律
で
あ
っ
た
も
の
を
三

地
区
に
区
分
し
た
実
質
弁
償
額
に
改
正

し
た
も
の
〉

務
朝
日
町
各
種
委
員
会
委
員
等
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
支
給
条
例

一
部
改
正
の
件

〈
各
桶
委
員
等
の
報
酬
を
地
額
す
る
も

の〉

路
朝
日
町
消
防
団
条
例

一
部
改
正
の
件

（
消
防
団
員
等
の
報
酬
及
び
出
場
手
当

等
を
増
額
す
る
も
の
）

務
朝
日
町
職
員
定
数
条
例
一
部
改
正
の
件

（職
員
の
定
数
回
二
七
名
を
四
三
一
名

に
増
員
す
る
も
の
〉

務
朝
日
町
手
数
料
条
例
一
部
改
正
の
件

〈
各
種
証
明
の
手
数
料
五

O
円
を
一

O

O
円
に
改
め
又
原
動
機
付
自
転
車
の
登

録
番
号
標
の
再
交
付
一
件
に
つ
き
二
C

O
円
と
す
る
も
の
）

記
朝
日
町
母
子
医
療
費
の
助
成
に
闘
す
る

条
例
制
定
の
件

（
待
子
家
庭
の
未
就
学
児
輩
の
医
療
費

の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
）

μ災
時
間
引
慰
金
の
文
給
及
び
災
自
般
滋
賀

金
の
貸
付
け
に
関
す
る
条
例

一
部
改
正

の
件（弔
慰
金
を
支
給
す
る
遺
肢
の
順
位
の

改
正
及
び
災
害
弔
慰
金
の
支
給
制
及
び

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け
限
度
額
の
引

き
上
げ
が
行
わ
れ
た
た
め
、
こ
れ
に
見

合
う
よ
う
改
正
す
る
も
の
）

錦繍
朝
日
町
心
身
障
害
児
童
福
祉
金
条
例

一

部
改
正
の
件

（
術
枕
金
を
増
額
す
る
も
の
〉

間酬
明
日
町
遺
児
樹
州
似
合
条
例

一
部
改
正
の

（
制
制
金
を
刑
翻
す
る
も
の
）

務
朝
日
町
身
体
陣
由
者
稲
祉
金
条
例

一
部

改
正
の
件

（
福
祉
金
を
増
額
す
る
も
の
）

務
朝
日
町
敬
老
福
祉
金
条
例
一
部
改
正
の

件
（
福
祉
金
を
増
額
す
る
も
の
）

務
朝
日
町
火
葬
場
使
用
料
条
例

一
部
改
正

の
件〈寝
倍
四
、

O
ハ
X
U円
を
六
、
五
ハ
δ

円
に
小
児
信
二
、

onむ
円
を
一
ニ
、
五

O
O円
に
死
産
棺

－
、
五

O
O円
を
二

、
五

O
O円
に

（
採
骨
の
場
合
は
小
児

棺
の
額
に
よ
る
）
し
体
の
一
部
一

、
E

ハ
む
円
、
産
後
汚
物
六
ハ
む
円
に
改
め

る
も
の
）

強
朝
日
町
立
公
民
館
設
置
条
例
一
部
改
正

の
件（
公
民
館
に
館
長
、
主
事
の
ほ
か
書
記

を
置
き
館
長
主
事
四
年
書
記
二
年
の
任

期
を
定
め
た
も
の
）

瀦
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例

一
部
改
正
の
件

（
診
療
報
酬
の
改
定
に
伴
い
医
療
費
等

の
改
正
を
行
う
も
の
）

伽搬
出
山
県
市
町
村
尚
防
団
員
等
補
償
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

（
題
名
等
を
改
め
る
も
の
〉

脇
工
事
請
負
契
約
変
史
の
件

（
附
和
四
十
九
年
度
団
体
醤
林
道
三
崎

綿
開
設
工
事
（
第
．
工
区
）
の
契
約
金

を
変
更
し
五
十
万
円
増
額
す
る
も
の
〉

鶴
岡
和
五
十
年
度
青
年
学
紐
開
設
の
件

（
大
家
圧
、
山
崎
、
南
保
、
五
箇
庄
、

泊
、
宮
崎
、
笹
川
青
年
学
級
を
開
設
す

る
も
の
）

お
答
付
探
納
の
件

（
小
中
学
校
保
育
所
に
対
す
る
寄
付
物

品
等
を
採
納
す
る
も
の
）

鎚
制
日
町
田
定
資
産
評
価
審
夜
番
員
会
の

委
員
を
選
任
す
る
た
め
同
訟
を
求
め
る

川
刊
（山
崎
二
六
の
一
小
山
秋
次
氏
に
同
意

瀦
下
山
用
水
議
員
選
挙
の
件

当

選

人

川

瀬

茂

（

下
野）

井
口
幸
作
（
大
家
庄
）

藤
田
隆
治
（
三
一枚
橋
）

稲
忠
清
之
助
（
機
水
）

高
島
繁
作
（
高
橋
）

住
吉
瞥
二
（
下
山
新
）

消
氷
直
次
郎
（
金
山
）

吉
田
隆
徳
（
窪
田
）

由
井
只
一
（
舟
川
新
）

高
島
猛
（
桜
町
）

柳
下
周
作
（
平
柳
）

構

文

三
（
道
下
）

務
入
善
町
外
二
町
舟
見
中
学
校
組
合
議
会

議
員
選
挙
の
件

当
選
人
九
里
留
作
〈
山
崎
〉

永
口
謙
治
（
山
崎
）

酒

井

栄

（

山

崎

新
〉

務
朝
日
町
の
職
員
に
対
す
る
寒
冷
地
手
当

の
支
給
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正
の
件

（
手
当
を
増
額
す
る
も
の
）

(5) 

務
採
択
に
な
っ
た
も
の

－
消
防
自
動
車
吏
新
に
つ
い
て

（桜
町
町
内
会
）

・
生
活
改
選
推
進
貨
の
予
算
化

に
つ
い
て

（
朝
日
町
生
活
改
善
協
議
会
）

．
農
道
の
拡
巾
及
び
町
道
新
設
に
つ
い
て

（平
柳
町
内
会
）

7
・ミ
u
「

D
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－
赤
川
地
区
中
央
河
川
の
改
修
に
つ
い
て

〈
赤
川
地
区
）

・
第
十
八
回
朝
日
町
社
会
福
祉
大
会
決
議

事
項
の
実
現
に
つ
い
て

（
朝
日
町
社
会
福
祉
協
議
会
〉

．
老
人
福
祉
の
地
進
に
つ
い
て

（朝
日
町
老
人
ク
ヲ
プ
連
合
会
〉

．
消
防
自
動
車
の
配
備
に
つ
い
て

（第
六
分
間
剛
分
団
長
〉

務
継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

一 第 23 6号

－
町
道
東
草
野
海
岸
線
延
長
の
早
期
実
現

に
つ
い
て

（
消
水
町
町
内
会
）

・
宮
本
町
流
雪
潟
設
置
に
つ
い
て

（
宮
本
町
町
内
会
）

・
橋
向
町
流
雪
溝
設
置
に
つ
い
て

（
橋
向
町
町
内
会
）

・
漁
業
近
代
化
資
金
借
入
に
伴
う
利
子
補

給
に
つ
い
て
（
宮
崎
浦
漁
業
協
同
組
合
）

ひ ーさ級 一一 あ

－
常
任
委
員
長
報
告
よ
り

一広

三
月
定
例
会
に
お
け
る
各
常
任
委
員
会

は
三
月
十
五
日
か
ら
閲
か
れ
、
付
託
さ
れ

た
各
案
件
に
つ
い
て
慎
置
に
・
探
査
し
た
結

果
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
む

ね
各
常
任
安
員
長
よ
り
報
告
さ
れ
、
次
の

こ
と
が
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

昭和32年 aJ3 a a 
M3fl郵便唱画館可

漉
総
務
餐
員
会

審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
財
政
硬
前
化

の
時
代
を
強
く
認
識
し
、
町
長
は
じ
め
管

理
職
は
人
事
管
理
の
是
正
を
は
か
り
臓
員

と
共
に
え
り
を
正
し

一
丸
と
な
っ
て
町
政

運
営
の
効
率
化
に
前
進
さ
れ
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
一
段
と
励
ま
れ
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

務
文
教
厚
生
委
員
会

務
産
集
建
殴
委
員
会

（
問
委
員
会
と
も
付
託
議
案
の
審
議
結

果
報
告
の
み
で
、．
要
望
意
見
は
報
告
さ
れ

ず
。
）

陳

樹
石
橋
芳
和
議
員
が
先
般
発
行
さ
れ
た

町
政
報
告
書
の
中
に
表
現
の
ま
ず
さ
が
あ

り
、
今
後
充
分
配
慮
し
是
正
し
て
ゆ
き
た

い
と
陳
謝
が
あ
り
ま
し
た
。

＠
一

般
質
問
の
中
か
ら
ゆ

年
四
回
全
一
、
六
、
九
、
十
一
一
月
）
に

開
か
れ
る
定
例
町
議
会
で
は
、
町
政
全
般

に
つ
い
て
質
問
が
で
ま
す
が
こ
れ
を

一
般

質
問
と
雷
い
ま
す
。

三
月
定
例
会
は
附
和
五
十
年
度
の
予
算

議
会
で
あ
り
、
各
議
員
か
ら
多
彩
な
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
質
問
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

毅
泊
高
等
学
校
跡
地
利
用
と
統
合
中
学
校

の
建
援
に
つ
い
て

閥

的
高
等
学
校
の
新
第
に
よ
り
生
徒

移
転
後
の
現
校
舎
の
用
途
に
つ
い
て
考
え

て
い
る
か
。

又
統
合
中
学
校
の
出
換
は
何
年
ζ

ろ
か

ら
茄
手
す
る
の
か
。

答

的
高
等
学
校
の
跡
地
利
用
の
問
題

と
統
合
中
学
校
雄
策
と
こ
の
一
つ
の
川
阻

を
一
緒
に
し
た
形
の
中
で
お
答
え
す
る
。

泊
高
等
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は

昭
和
五
十
二
年
度
に
校
舎
改
造
し
断
定
的

に
泊
小
学
校
に
し
た
い。

な
お
、
統
合
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
昭

和
五
十
年
度
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
昭
和
五

十

一
年
度
i
五
十
ご
年
度
に
は
町
民
総
合

依
育
館
そ
し
て
五
十
三
年
度
に
校
舎
の
建

築
に
着
手
し
財
政
措
績
を
い
れ
て
五
十
六

年
度
ま
で
か
か
る
計
算
に
な
る
の
で
、
乙

の
聞
に
統
合
の
実
現
を
期
し
た
い
。

建
物
そ
の
も
の
は
昭
和
五
十
三
年
度
1

一六
十
四
年
度
で
完
成
し
順
調
に
ゆ
け
ば
五

十
五
年
度
か
ら
統
合
中
学
校
で
授
業
を
始

め
た
い
と
計
画
し
て
い
る
。

さ
ら
に
役
場
庁
舎
に
つ
い
て
は
昭
和
五

十
五
年
度
に
泊
中
学
校
を
改
袋
し
移
転
し

た
い
と
想
定
し
て
い
る
。

摺
泊
病
院
の
満
床
対
策
に
つ
い
て

聞

は
以
近
泊
病
院
は
大
変
繁
昌
し
て
満

床
の
た
め
入
院
を
必
袈
と
す
る
忠
者
も
な

か
な
か
入
院
で
き
ず
、
大
変
凶
っ
て
い
る

方
々
が
多
い
が
町
長
は
こ
れ
が
町
民
医
探

対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答

ご
指
摘
の
と
お
り
大
壁
満
床
状
態

で
町
民
に
ど
不
使
を
か
け
て
お
り
申
し
訳

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

病
院
長
を
は
じ
め
と
し
病
院
内
部
に
お

い
て
も
、
以
前
か
ら
問
題
と
し
七
犬
を
こ

ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
涼
効
的
対
策
の

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

地
築
と
い
う
乙
と
は
と
て
も
財
政
的
に

無
盟
が
か
か
る
と
い
う
と
と
で
他
の
制
度

を
利
用
し
て
機
会
が
あ
れ
ば
対
処
し
て
行

く
考
え
で
あ
り
今
後
と
も

一
生
懸
命
以
内
刈

し
て
参
り
た
い
の
で
な
に
と
ぞ
と
理
解
を

い
た
だ
き
た
い
。

な
お
糾
院
長
も
、
以
包
で
非
市
に
お
附

り
の
万
は
お
断
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

努
力
し
て
い
る
円
申
し
て
お
り
と
の
点
よ

ろ
し
く
と
理
解
を
賜
わ
り
た
い
。

滋
町
中
央
農
協
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
の

建
般
に
つ
い
て

問

朝
日
町
中
央
農
協
は
駅
前
通
り
に

五
階
建
て
の
大
型
店
舗
を
建
設
し
組
合
長

の
話
に
よ
れ
ば
年
間
三
倍
円
の
売
上
げ
に

し
た
い
と
い
う
乙
と
で
あ
る
が
町
の
零
細

商
店
街
へ
と
の
よ
う
な
大
型
店
舗
を
建
設

す
る
こ
と
は
地
元
商
店
街
に
大
き
な
打
掌

を
あ
た
え
る
と
と
は
必
歪
で
あ
る
。

町
長
は
乙
の
股
協
ス
ー
パ
ー
を
ど
の
よ

う
に
規
制
す
る
か
具
体
策
を
伺
い
た
い
。

答

町
中
央
雌
協
が
考
え
て
い
る
マ
l

ケ
マ

ト
に
対
し
規
制
す
る
か
と
い
う
質
問

の
よ
う
で
あ
る
が
、
い
ま
の
状
態
で
は
規

制
す
る
ζ

と
を
考
え
て
い
な
い
。

商
業
の
方
々
の
立
場
か
ら
い
た
し
ま
し

で
も
、
ま
た
県
の
商
工
診
断
の
結
果
に
よ

っ
て
も
、
一
地
区
仁
容
を
留
め
そ
こ
で
長

い
時
聞
を
す
ご
せ
る
居
心
地
の
良
い
商
店

街
を
作
っ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
よ
い
競
争
条
件
と
経

醤
の
合
理
化
と
い
う
こ
と
で
商
業
を
蛍
ん

で
お
ら
れ
る
方
々
を
非
常
に
圧
迫
す
る
と

い
う
見
方
は
必
ら
ず
し
も
当
ら
な
い
と
私

は
理
解
し
て
い
る
。
ま
し
て
や
計
画
の
中

に
は
十
戸
程
の
貸
店
舗
も
入
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
地
元
の
方
連
と
タ

イ
ア
y
プ
に
よ
る
も
の
と
思
う
。

ま
た
中
央
牒
協
対
地
元
・
同
業
と
い
っ
た

理
解
を
す
る
他
に
明
日
町
対
明
日
町
以
外

の
制
点
を
と
ら
え
町
外
間
資
者
に
よ
る
町

内
消
費
を
官
側
め
る
と
い
う
乙
と
も
今
後
考

え
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
り
、
利
子
総
給
に
よ

る
保
漉
政
策
の
み
で
な
く
、
経
営
の
合
理

化
も
真
剣
に
や
っ
て
い
庁
だ
く
耐
・
む
あ
っ

て
し
か
る
べ
き
と
思
う
。

臨臨

「
新
川
広
域
圏
事
業
」
火
葬
場
の
建
設

に
つ
い
て

？，．，、
u
n
h
u

間

新
川
広
域
圏
事
業
の
火
葬
場
建
設

計
画
に
つ
い
て
は
相
当
お
く
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
岡
町
住
民
か
ら
早
期
建
設

の
要
望
が
強
い
。
進
展
状
況
は
ど
う
か
。

答

か
ね
が
ね
関
連
地
践
の
方
々
に
同

窓
を
得
る
よ
う
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
事
態
は
な
か
な
か
進
院
が
み

ら
れ
ず
見
通
し
が
惑
い
。

現
夜
新
川
広
域
閤
所
有
土
地
を
候
補
地

と
し
て
折
衝
し
て
い
る
が
大
変
交
渉
が
難

航
し
遅
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
は
誠
に

申
し
わ
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

ど
う
し
て
も
不
調
の
場
合
は
多
少
位
置

等
に
つ
い
て
は
輩
出
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
事

態
も
予
恕
さ
れ
る
内

(6) 

最
近
入
札
さ
れ
た
百
万
円
以
上
の
工
事

一
、
町
道
、
道
下
沼
保
線
改
良
工
事

工
事
費
一
一
、

．
0
0
0千
円

て

期

二

月

二

十

四

1
一二
月
宅
十
日

延

長

五

二

・

八

米

巾

員

四

・
五
米

（
写
真
は
出
保
道
下
線
改
良
て
事
）J・~ヤ，
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町
を
花
と
緑
に

こ
と
し
も
人
気
を
集
め
た

圃

苗
木
卸
売
会

器量

守 第 23 6争

町
民
一
人
一
人
が
豊
か
で
う
る
お
い
の

あ
る
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
乙
と
し
も

朝
日
町
緑
化
推
進
委
国
会
、
東
部
林
業
協

会
、
花
と
緑
の
銀
行
な
ど
の
共
催
に
よ
り

四
月
五
日
朝
日
町
嗣
祉
セ
ン
タ
ー
広
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
苗
木
即
売
会
は
年
々

生
活
の
中
に
花
と
緑
づ
く
り
が
定
着
し
、

環
境
の
浄
化
を
の
ぞ
む
町
民
の
皆
さ
ん
の

人
気
を
呼
ぴ
、
花
木
、
盆
載
、
庭
樹
闘
、

巣
樹
等
を
た
く
さ
ん
求
め
ら
れ
皐
く
も
売

切
れ
の
盛
況
で
し
た
。

大
き
く
育
っ
て
、
野
も
山
も
庭
も
緑
化

さ
れ
る
と
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
写
真
は
即
売
会
風
景
）

ひさあ報l玉図柄mo年』唱月 8日
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作
料
が
と
の
ほ
ど
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

乙
の
標
準
小
作
料
は
昭
和
め
年
目
月
！

日
以
降
に
契
約
さ
れ
た
小
作
地
に
適
用
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
契
約
さ

れ
て
い
た
小
作
地
に
つ
い
て
は
、
従
来
の

統
制
さ
れ
た
小
作
料
が
続
け
ら
れ
ま
す
。

今
後
新
た
に
間
貸
借
の
契
約
を
き
れ
る

か
た
は
、
際
機
小
作
料
を
診
考
に
契
約
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

マ
標
準
小
作
料
の
額
は

十
ア
ー
ル
あ
た
り
の
米
の
収
厳
に
よ
り

段
階
別
に
定
め
て
あ
り
ま
す
。

一
筆
前
中
位

ご
と
の
等
級
区
分
に
よ
り
定
め
た
も
の
で

は
な
く
、
小
作
料
を
き
め
る
際
の
標
滋
的

な
額
で
す
。

れ

肘

一

考

一

向

「

で

適

一

一一日

一
4

り

り

一

一一レ量
一

お

よ

一

一

一づ
収
一

と

度

一

j

＝ト）一

の

年

一

備

一
rH一。

表

叩

「

｜

一H
Il－
－

肝

仰

一初
額
一
問
一
叩

額

作

一時
準
一
ρ
一
。

、J
L
い

一uvl

一
内』

一
日
d

G

f
一

に
い
晴

ML
2
一
！

料

市

7
一k
－

一

乍
吋
m

L
i
l
l
i－－

刊
か
す

一の

介

前

限
聞
記

一地
；
ゅ

限
〈
7

れ

一店
旧
日
－
N

470 

450 

。
/,' 

17.500 

13.500 

農
作
業
賃
金

協
定
額
が
き
ま
い
ま
し
三

農
業
委
員
会

朝
日
町
山
業
費
員
会
で
は
町
内
の
農
業

関
係
間
体
と
協
議
を
し
、
今
年
の
農
作
業

賃
金
と
農
用
機
械
の
棋
準
賃
金
（
料
金
）

を
次
の
と
お
り
決
め
ま
し
た
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

－
作
業
別
一
日
当
り
標
準
賃
金

凹
植
稲
刈
作
業
と
も

男
三
、
五

O
O円
女

二

、

八

O
O円

420 I 

2_ 

二
反
歩

／’ 7.500 

／ 

大
き
く
な
っ
て

帰
っ
て
こ
い
よ

サ
ケ
の
稚
魚
放
流

9
朝
日
町
内
水
面

漁
業
協
同
組
合
⑩

員（
た η：
ゑ ち真
司 ）は

-it 
ケ
の
舵
fo 
を
在主
流
す
る
組
4-
仁ヨ

朝
日
町
内
水
面
漁
業
協
同
組
作
サ
ケ

・

マ
ス
部
会
で
は
、
制
タ
ン
パ
ク
聞
の
縦
保

明
娘
の
た
め
、
親
サ

ケ
を
民
州
し
人
工
ふ

化
放
流
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、

昨
年
秋
保
附
保
卵
し
た
も
の
が
六
j
七
セ

ン
チ
の
稚
魚
に
成
長
し
た
の
で
一
一
一
月
十
五

日
に
小
川
、
境
川
、
笹
川
に
放
流
さ
れ
ま

し
た
。
サ
ケ
は
生
れ
た
河
川
に
帰
っ
て
く

る
回
帰
性
が
あ
り
、
四
年
後
に
は
大
き
な

親
サ
ケ
と
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
期

待
さ
れ
ま
す
。

一
昭
和
四
十
九
年
度

一

富
山
県
米
作
改
良
選
賞
表
彰
の
栄

－

附
和
四
十
九
年
度
目
山
川町

「
米
作
改

予
良
」
選
賞
受
賞
式
が
、
ざ
る
一一一
月
二
十

司
五
日
年
前
十
時
か
ら
白
山
以
庁
間
附
大

4

ホ
l
hげ
に
お
い
て
聞
か
れ
附
利
間
十
九

一
年
度
産
米
に
お
い
て
、
米
作
改
良
に
労

↑
力
さ
れ
特
に
柑
肥
、
実
肥
の
軍
点
服
用

一
に
よ
っ
て
、
稔
災
の
向
卜
い
に
努
め
る
な

間
働
吉
江

ど
良
質
米
の
安
定
住
躍
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
だ
花
の
二
名
の
万
が
受
鈍
さ
れ

ま
し
た
。

。
米
作
改
良
桜
民
生
広
者

古
江
蹴
寛
氏

（小
野
〉

品
砲
別
作
付
と
陀
米
山
荷
状
況

嵯
路
以
生
一

一、

O
ヘ
ク
タ
ー
ル

出
向
田

．
七
一一ハ
伎

（
一
哲
J
二
等
）

。
コ
シ

ヒ
カ
リ
政
府
優
良
生
係
者

金
森

茂
民
（
下
山
新
）

い川稿料
別
作
付
而
間引
と
陀
米
出
荷
状
況

コ
シ
ヒ
カ
リ
一

、

一
ヘ
ヴ
タ
ー
ル

一
O
四
俵
（
二
等
）

ホ
ウ
・ネ
ン
早
生

C
、
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

五
五
俵
（
二
等）

日
本
晴

C
、
五
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

四
六
俵
（
二
等
）

(7) 

輝

寛

氏

金

森

茂

氏
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奨
学
生
募
集

広

－
加
藤
奨
学
金
。

間和32年 8月 88 
Jg 3種鋤便物館可

朝
日
町
で
は
加
藤
奨
学
金
の
奨
学
生

を
募
集
受
付
中
で
す
。
希
望
者
は
教
育

委
員
会
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
奨
学
生
の
要
件

町
内
居
住
者
の
子

弟
で
四
年
制
以
上
の
大
学
に
在
学
す

る
健
康
で
成
制
優
秀
な
学
生
の
学
資

援
助

－
奨
学
金

月
額
五
千
円

二
人

－
願
出
手
続

奨

学
生
願
古
、
奨
学
生

錐
せ
ん
調
書

希
望
さ
れ
る
方
は
、
朝
日
町
教
育
費

員
会
に
問
い
合
わ
せ
と
柑
談
く
だ
さ

い。

返
済
の
必
要
な
し
。

朝
日
町
で
は
、
今
月
か
ら
附
人
会
と
共

川

に
、
グ
ン
と
ふ
や
せ
る
年
金
（
附
加
年
金
）
川

の
加
入
推
進
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

川

定
額
保
険
料

一
ヶ
月
一

、

一
O
O円
の

川

ほ
か
に
四

O
O
円
の
か
け
金
を
上
積
し
ま
川

す
と
、
将
来
う
け
る
年
金
が
ク
ン
と
ふ
え
川

」
志
す
J
O

川

、

米
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
、
疑
問

川

、

．

ン

の

あ

る
方
。

川

：

’

H
 

土

一
江

一
本
納
付
書
を
な
く
し
た
方
。

川
ー

釦

司

木
会
社
等
に
勤
め
た
り、

や
め
川

信

－
4
－

た
り
し
た
方
c

川

リ
川
出
一
一
ー
か
け
金
を
納
め
る
こ
と
が
困

川

u
r
J
一

難
な
方
。

fuH
－f
J
J

一
＊
年
金
を
’
つ
け
た
い
方
（
満
印

川

書

i

i

 

d
一
但

才
以
上
）

川

i

酬
す
ぐ
や
る
係

事

業

所

山
主

任

川

主

事

統
計
調
査
の
お
ね
が
い

山
主

事

ふ
年
五
月
十
五
日
現
在
で
事
業
所
統
計

川
主

事

調
査
（
総
理
府
統
計
局
所
管
、
三
年
に

一
川
支

市

中
寸
よ

山

口

h
H

回
）
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

川

と
の
調
査
は
全
国
の
事
業
所
を
調
査
対

川

企

画

財

政

謀

象
と
す
る
も
の
で
朝
日
町
で
は
次
の
方
t

川

ノ

刷
、

主

事

住

民

課

が
調
査
員
で
す
。
調
査
の
際
に
は
ご
協
力

川

を
お
願
い
し
ま
す
っ

川

税

務

課

教
育
委
員
会

川
主

事

事

務

局

柳

下

普

総

務

課

川

住

民

課

住
民
課
長
代

川
縦
長
代
理
盟
保
健
術
生

E
1、

江

川
住
民
係
長
係
長
兼
公
内

E
W抗
店

川

係
長

川
保
健
術
生
係
住

E

H伏

川
討い阿
波
公
出
係
閣
5
M句・

3
民
間
叩
俊
谷

川
長

以
活
保
立
日

j

；

川

、守
コ

川
迎

州

、司」

野岩竹稲谷池小数！LU同店間安水水平松
山谷内荷口凹川家名本端部遠野村木；倉

思閣
j苗治寿 宗耕雑誌京京開示IIiji~ 美幸利笛
明忠実磁次i也幸紘子子子美生子夫明五

年々 歳々 花同じく

人間じからず

一
万
町
民
の
行
政
と

義
務
教
育
を
あ
ず
か
る

朝
日
町
役
場
職
員
と

教
職
員
人
事
異
動

境宮 ffiLli 岡大大五五itl泊他的il'I泊 it!i8 
Ii均JI[ii府保家家附岱i

El二l:EEI：：庄

新総i!li( 産

！日
課主泊

病

院

税

務

課

住

民

課

福

祉
セ
ン
タ
ー

手 ＊JJ~Jl 

新新 il..t

業

民採；議！

業

諜

,'Jl 

総
務
課
付

（笛
山
県
）

氏

名

事

野

1±1 
武

田

久

子

谷
口
昌
日
一

堀
地
悠
紀
子

鎌

田

隆

議

金

井

恵

子

}:_ V.1L1 ,l:J:¥ 

,t・L J 11坂

情義泊

計則子

永

口

義

時

技

西日

建

設

課

連

設

課

潔

技 主

師事

新野「

教
育
委
員
会
事
務
局

社
会
教
育
係

主

任
主

事

王泊

病

院

議
会
事
務
局

局

福
祉
セ
ン

タ
ー
館
長

長

保

育

所

大
家
庄
保
母
泊
出
部
保
母

山

崎

保

母

桜

町

保

母

小

川

保

母

笹

川
保
母

南

保

保

母

新

保

桜

町

保

飯

山

崎

保

母

西

部

保

母

山

崎

保

母

州
南
部
所
長

伯

東

部

代

理

所

長
代
理

的
南
部
保
母
野
中
保
母

泊
間
部
保
母
南
保
保
母

泊
中
部
保
母
西
部
保
母

泊

中

部

保

母

新

保

本

田

正

採採

稲

荷

進

大

井

幸

司

事

岡

本

輝

夫

竹

内

優

峰

小

坂

謙

広

瀬

則

子

高

問

実

子

松
田
外
茂
子

大

岩

敏

子

藤

旧

順

子

水

品

光

代

米

沢

密

子

長長間野

井弁 Jll崎
主主l控質燈
l交子子子

山

崎

澄

子

(8) 

泊

東

部

泊

南

部

所

長

代

理

所

長

代

盟

泊
東
部
保
母
小
川
保
母
内
川
香
代
子

泊
東
部
保
母
泊
南
部
保
母
大
森
典
子

泊

東

部

調

理

師

新

探

水

野

都

世

川

保

母

宮

崎

保

母

竹

内

拍

手

宮

崎

保

母

境

保

母

島

崎

千

恵

子

宮

崎

保
母
泊
中
部
保
母
水
島
智
恵
子

境

保

母

泊

東

部

保

母

越

坂

朋

子

野

中

保

母

宮

崎

保

母

芦

崎

史

子

野
中
調
理
師
小
川
中
学
一
取
山
間
か
つ
江

6
学
校
調
理
自

母

子

寮

j
母

子

寮
大
家
圧
保
ぎ

寮

母

所

保

母

土

居

清

江

小
川
中
学
校
大
家

E
、

調
理
師
学
校
杭
勝
川
上
村
ス
ズ
エ

宮

崎

小

学
校
助
手

学

大

家

庄

小

学
校
調
理
師

学山

2崎
手小

南

保

小

学

校

助

手

学泊
校
調－
}}.fl 
町小

学也：
校
調川
理
店Ii小

宮

崎

小

学

校

助

手

泊

中

学

校

助

手

iilMi!'I 

理t
・1-

f:llifx 

；自

校事［総
務

課

助

手

校低学泊
調川校
理小出j
師学手中

泊
中
学
校

調

理

帥

南

保

小

学
校
助
手

il!ldl白

盟公
てチ

r:11i校

病

院

探

森

井

敏

子

古

沢

筒

松

中
島
は
つ
ゑ

山

崎

幸

枝

勝

田

町

子

丸

岡

洋

子

次
砧
真
理
子

波
間
と
き
子

出
納
係
長
出
納
係
主
任
門
川
端
拭
雌

庶
務
係
主
任

主

事

神

谷

知

明

主

事

企

闘
財
政
課
勝
旧
香
代
子

主

事

建

設

課
山
崎
一
作
行
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いろいろな

スポーツ行事

のお知らせ

三
月
二
十
三
日

（
日
）
泊
中
体
育
館
で

行
わ
れ
た
バ
レ
l
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
両
大
会

の
成
績
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

マ
第
二
十
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

男
子

①
大
家
圧
①
五
箇
庄

女
子

①
泊
二
区

①
泊
三
区

マ
第
十
回
田
町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会男
子
女
子

①
五
筒
圧

①
泊
二
区

①
泊
二
区

①
泊
三
区

さ

第
四
国
朝
間
野
球
大
会
参
加
チ
l
ム
募
集

今
年
も
野
球
協
会
、
港
判
協
会
を
巾
心

に
朝
間
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ζ

の
大
会
は
第
一一
回
の
下
新
川
郡
朝
関
野
球

を
兼
ね
て
お
り
、
こ
の
大
会
の
優
勝
チ
ー

ム
が
県
大
会
の
出
場
権
を
得
ら
れ
ま
す
。

な
お
期
日
、
場
所
等
詳
細
に
つ
い
て
は

教
育
委
員
会
ま
た
は
大
和
運
動
具
店
へ
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

あ報広昭和3i年 8月自日
ーー ー一ー一一第 3種郵便物認可 一一－一ーーー

朝
日
町
連

主円

本
年
度

事
業
計
画
と

役
員
き
ま
る

朝
日
町
連
合
青
年
間
で
は
三
月
二
円
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
二
十
二
固
定
期

大
会
を
開
き
、

五
十
年
度
役
員
を
選
出
し

活
動
方
針
、
事
業
計
画
を
決
め
た
。

活

動

方

針

川

主

事

今
年
度
は
、
「
青
年
の
生
活
を
高
め
る
川
盟
珍
糾
医
長

L

と
い
う
基
本
目
的
の
達
成
の
た
め
択
の
川
看
護
婦

四
つ
の
活
動
目
標
を
定
め
行
動
す
る
。

川
tz
ヨ

R
A
古
市

件

H
r
f
2
4
f凡

ι仰唱
F

て

魅
力
あ
る
青
年
団
活
動
を
展
開
し

川州
看

護

婦

仲
間
の
輸
を
広
げ
よ
う
。

川州

看

護

婦

一
、
地
域
に
根
ざ
し
た
青
年
団
活
動
を
川
山

調

理

師

展
開
し
よ
う
。

一
、
情
宣
活
動
を
充
実
し
広
範
囲
に
展

川

調

理

叩

開
し
よ
う
c

川
助

手

て
女
子
活
動
を
育
成
し
強
化
し
ょ
酬

助

手

－フ
0

川l

消

防

事

業

川

川
尚
防
司
令
楠

四

月

交

通
安
全
街
頭
運
動

女
子
青
年
の

つ

ど

い

川

消

防

司
令
補

五

月

美

化
奉

仕

活

動

川

消

防

士

長

六

月

青

年

体

育

祭

川

消

防

士

長

八
月
青
年
議
会
組
織
議
会

川

尚

防

士

十
月
青
年
議
会
本
会
議

川
淵

防

士

十

一
月
J

タ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

川

i

十
二
月
背
年
祭

川

・1

一

月

ダ

ン

ス
パ
ー
テ
ィ
ー

川

議
会
事
務
局
長

二

月

青

年

間
脳
研
究
集
会

川
川
母
子
按
々
母

三

月
定
期
大
会

川
町
附
診
療
所
者
灘
鮒

※
「
背
年
明
日
」
作
六
回
発
行

川
野
中
保
育
所
淵
朗
附

「
背
樹
」
年

一
凹
（
一一一
月）

発
行

川
泊
病
院
助
手

役

員

川

的
病
院
看
護
制

団

長

中

野

議

博

（

山

）

川州
、
刑
病
院
看
護
師

副

聞

長

長

井

栄

〈

郡

川
）

川刷
出
納
民
拐
殺
刷

。

永

口

明

広

（山）

川
3
1
6

：

！

；

1
 

0

間
岡

節
子
（
泊
）

川
日

目

士

事
務
局
長
越
間
利
志
肱

（間）

川川

教

職

員

異

動

常

任

理

事

川

沢

井

一

男

（

大

）

州

新

旧

河
村

章
（
五
）

川州
大

家

庄

小

山

崎

小

教

前

川
長

保

米

田

吉

彦

（

泊

）

川

川
ρ

。
五
筒
庄
小
教
大
森
富
興

折
谷
行
栄
（
笹
）

川

酬
。

。

山
崎
小
教

七

沢

睦

子

監

事

附

西

岡

良

則

（

泊

）

川

山

崎

小

長

新新新新新新 jす［新新新署消
防
士
長

消
防
士
長

消

防

士

消

防

士

住

民

課

新

係

職

江
端
文
明
（
山
）

谷
口
宗
次
（
南
）

下
回
律
子
（
泊
）

川
村
範
子
（
境
）

米

E
Z一明
（
南
）

問
山
小
長 l采f采 j’ZJ采J采

龍

太
間
同
寛

治

上
沢
ひ
と
み

住
吉
佑

子

青

木

明

美

小

林

悠

子

尾
崎
ま
さ
子

西
国
富
美
子

長
井
ふ
じ
子

波
間
キ
ヌ
子

占

問

1~~ 1* t* f菜採
H
L

オ

司

監

・

l

l

佐
渡
与
志
雄

水

島

滋

寛

末

上

保

末

上

宗

明

石

井

紘

博

野

村

久

回

大
久
保
す
み

長
開
花

字

通
下

ト

ヨ

波
間
ハ

ツ
ヱ

伊
雌
八
電
子

金
一一一
昨
胞
子

技
辺
高
妙
美

山
崎
臨

一

氏

名

山

田

克

久

泊

小

教

山

口

秀

広

三
日
市
小
教
集
野
富
久
子

間

保

小

頭

野

中

小

頭

水

島

徳

寿

教
・
小
川
中
教

湯

口

康

雄

4

蛭

谷

分

教

泊

小

教

松

原

英

子

五
箇
庄
小
教
宮
崎
小
教
水
島
ひ
ろ
え

す

宇

一

一百
市
小
教
川
端
き
み
子

ク

O

新

採

宮

本

義

人

的

小

長

小

川

中

長

草

野

三
郎

泊

小

頭

浦

山

小

頭

蓬

沢

豊

二

泊

小

教
大
家
庄
小
教
長
崎
先
盤

。

hv

泊

中

教

柳

沢

珠

子

。

境
小
教
高
島
久
美
子

。

ク

五
箇
庄
小
教
牧
野
織
衣

宮
崎

小

長

魚

教

指

主

中

村

慶

一

宮
崎

小

顕

片

貝
小
顧

問
別
地
信
夫

グ

教

南

保

小

教

山

手

勝

態

グ

グ

泊

小

教

扇

谷

栄

美

グ

ク

蛭

谷

分

校

永

井

文

子

笹

川

小

長

入

持

小
顕

百

草

俊
雌

。

教

大
出
家
庄
小
教
平
崎
景
子

村
橋
小
長
扇
谷
光
夫

笛
山
ろ
う

滝

本

進

泊

小

教

加

藤

泰

子

，， ,, 境，， ク

Ill 

教長

’r 計：l// ク。横
山

小

長

前

沢

小

長

利

賀

小

長

県
教
セ
ン 教

’J 
教副長ク

県
総
務
部

宮
崎
小
教

νフ
ヘ
』
’
h

叩
」

い
相
M

寸
サ
J

A
H
4

長

紙
施
中
長

上
育
中
頭

大
家
圧
小

奥
田
中
教

教頭。
山
崎
小
長

泊

小

一頭

宮
崎
小
頭

笹
川
小
長

漆
間
元

三

竹

内

俊

一

吉

本

敏

子

越

前

久

松

松

原

義

昌

坂
東
正
康

小
網
と
も
江

愛
場

啓

治

加

藤

八

郎

居

波

由

松

杉

田

正

範

新

星

小

頭

魚

東

中

教

(9) 

小境
川I,1、
口J ." 

教 頭

長
谷
川
時
倣

大

村
利

男

退

職

泊

小

長

南

保

小

頭

宮

崎

小

長

境

小

長

泊

中

長

泊

中

頭

五

箇

圧

小

教

大

田

弘

米
正
正
雄

水

島

蕎

宝

金

森

喜

一

福

沢

正

典

上
村

益

治

土

居

み

可

－
t
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、t
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h
nt
、1
’

一

相
談
ご
と
ご
案
内

一

一
マ
行
政
相
談

一

一
日
時
毎
月
第

一
火
隈
日

一

一

午
前
十
時
l
午
後
三
時

－

一
場
所
朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

一

一
マ
人
権
法
律
相
談

一
日
時
四
月
二
十
二
日

一

一

午
前
十
時
J
午
後
三
時

一

一
場

所

朝

日
町
稲
祉
セ
ン
タ
ー

一

一
マ
心
配
ご
と
柑
談

ん

一
日

時

毎

週
火
曜
日

一

一

午

前

十

時

t
午
後
三
時

一

一

場

所

朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

4

一

T
E
L
三
｜
O
五
七
六

一

一
交
通
事
故
巡
回
相
談

一

一
①
日
時

第

て

第
三
月
曜
日

一

午
前
十
時

t
午
後
三
時

一

一

場

所

黒

部
市
投
所

一

一
①

日

時

第

一、

第
三
水
隠
日

－

一

午

前

十

時

i
午
後
三
時
一

一

場

所

魚
津
県
総
合
庁
舎

一
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朝
白
町
青
年
団

青
年
学
級

リ
ー
ダ
ー
学
習
会

昭
和
四
十
九
年
度
朝
日
町
青
年
団
、
青

年
学
級
リ
ー
ダ
ー
学
習
会
が
三
月
二
十
二

日
・
二
十
三
日
に
小
川
温
泉
元
湯
を
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
旧
派
青
年
の
船
、
洋
上
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
国
外
研
修
者
の
報
告
を
は
じ
め
と
し

て
、
青
年
間
、
青
年
学
離
の
あ
り
方
、
運
営

の
方
法
等
の
討
論
会
な
ど
研
修
生
は
熱
気

の
中
で
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

第 23 6号

草
野
地
内

ひ－

分
譲
宅
地
造
成
は
じ
ま
る

さ報 一一一 あ広
llll和32年 8月 8日

－ F宵3!I郵便物館llJ

か
ね
て
か
ら
朝
日
町
で
は
服
用
促
進
住

宅
誘
致
の
た
め
、
開
発
公
社
の
手
に
よ

り
、
都
市
計
四
路
線
束
事
野
大
家
庄
級
、国

鉄
ガ
ー
ド
西
側
地
内
の
約

一
万
六
千
五
百

平
方
メ
ー
ト
ル
の
土
地
買
収
を
進
め
て
い

た
が
、
こ
の
ほ
ど
約

一
万
平
方
メ
l
ト
戸

余
の
買
収
が
終
り
、
事
業
費
二
千
三
百
六

十
万
円
で
と
の
整
地
と
、

一
区
画
二
百
六

十
四
J
三
百
三
十
平
万
メ
l
卜
戸
の
宅
地

三
十
一
戸
及
び
附
裕
舗
装
道
路
〈
巾
山八
メ
ー

ト
ル
）
と
緑
地
造
成
工
事
が
始
め
ら
れ

た
。
（
写
真
は
宅
地
造
成
の
行
れ
め
て
い

る
滋
野
地
内
）

少
年
非
行
の
集
団
化

一一
ど
も
の
遊
び
仲
間
に

一汗量一
し
よ
う

家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
最
近
の
統
計
に

よ
れ
ば
、
交
通
事
紋
を
除
い
た
少
年
事
件

の
う
ち
、
三
人
以
上
協
同
し
て
非
行
を
犯

し
た
、
い
わ
ゆ
る
共
犯
少
年
の
占
め
る
割

合
（
共
犯
率
）
は
五
二
・一

%
と
か
な
り

高
い
率
・
堂
一小
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
罪
種

別
に
見
ま
す
と
、
恐
喝
で
は
八

0
・
三
%

と
最
も
高
く
、
次
い
で
婦
女
暴
行
、
強
進

、
傷
害
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
暴
力
宇
佐
伴

う
非
行
の
共
犯
不
が
刊
に
高
い
ζ

と
が
注

目
さ
れ
ま
す
。
ま
た
年
令
周
別
の
共
犯
不

を
見
ま
す
と
、
一

八
1
九
弓
の
年
長
少
年

は
四
九

・
一

%
、

二ハ

t
七
才
の
中
間
少

年
は
ん
ハ

0
・
八

%
、
一
四
J
五
才
の
年
少

少
年
は
六

0
・
七
%
と
な
っ
て
お
り
、
作

A
U
M
U
が
低
く
な
る
に
つ
れ
て
、
集
聞
で
非

行
を
犯
す
場
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
、
と
れ
ら
の
集
団
非
行
は
、

遊
び
か
ら
発
展
し
て
い
る
も
の
が
少
な
く

な
く
、
ス
リ
山
げ
を
求
め
る
気
持
や
ス
ポ
｜

ツ
的
な
興
味
か
ら
出
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
ま
す
。
と
れ
ら
少
年
遠
の
結
び
付

き
を
見
ま
す
と
ボ
ー
リ
ン
グ
場
や
喫
茶
店

に
出
入
り
し
て
い
る
内
に
仲
間
と
な
る
の

が
四

・
六

%
、
家
が
近
く
で
あ
る
と
か
幼

な
じ
み
で
あ
る
な
ど
か
ら
結
び
付
い
て
い

る
の
が
こ
七
・
七
鋭
、
学
校
関
係
か
ら
と

云
う
の
が
五

一
・
四
%
と
な
っ
て
お
り
学

校
で
の
遊
び
仲
間
と
い
う
関
係
が
約
半
数

を
占
め
て
い
ま
す
。

少
年
述
を
と
の
よ
う
な
集
問
非
行
か
ら

守
り
、
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
に
は
、

特
に
、
親
や
先
生
が
少
年
期
特
有
の
心
情

を
理
解
し
、
少
年
遠
の
成
長
し
て
い
く
可

能
性
を
十
分
伸
ば
す
よ
う
配
慮
す
る
こ
と

が
何
よ
り
も
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

みんなの
図書館

屑＝＝＝主主

是云2み

＊
新
草
川
図
書
の
あ
ん
な
い

働

き

峨

り

の

健

康

法

杉

靖

三
郎

メ
イ
コ
と
ガ
マ
先
生
の
す
ぐ
効
く

家
庭
療
法

中
村
メ
イ
コ
外

染

色

の

技

法

問

中

清

香

動
物
た
ち
の
生
命
力
高
時
浩
一
郎
訳

セ
ヅ

ク
ス
常
識
の
ウ

ソ

石

垣

純

二

動
物
た
ち
の
行
動
か
ら
何
ぞ
学
ぶ
か

藤

原

英

司

土

井

勝

出

条

範

夫

山

間

荘

八

月

羽

文

雄

古

井

出

土
口

隙

舜

阻

松

本

清

接

士
仲
灯
勝
お
料
毘

一一

O
祷

一川
院
大
W
T
記
（
削
制
）

燃
え
る
机
道

（
一
、．

一）

品川秋
間
の
火

犯
本
三
闘
志
（
一
〉

羽
一枚

7
a
，a
n
x
u
 

田
辺
聖
子
川

竹
内
勇
太
郎
ト

斎

藤

栄

川

瀬
戸
内
晴
美
叩

転
居
届
は
ま
ず
郵
便
局
へ

梶
山
季
之
叩
こ
れ
か
ら
就
職
、
転
勤
シ
ー
ズ
ン
を
迎

花
登
僅
…
え
転
居
が
ふ
え
て
き
ま
す
。

：、－
h

〉
7
3
r
p

叶
転
居
の
際
ま
、
必
ず
転
居
屈
を
旧
住
所

母
よ

本

乃

留

守

備砂

州

ト

c
L－

1
0
恥
イ
J

－

ト
の
配
達
を
受
け
持
つ
郵
便
局
へ
お
出
し
く

日

本

写

真

年

鑑

ん

だ
さ
い
。

写

真

で

見

る

川

『
旧
住
所
の
一戸
口
に
転
居
先
を
hu

ッ
キ

一

九

七

四

年

ゆ

リ

歯
い
て
貼
り
出
し
て
お
い
た
の
に
郵
便

一
九
七
四
年
は
日
本
を
含
め
、
世
界
が
叩
物
を
医
さ
れ
た
』
と
い
う
お
陥
言
を
耳
に

摺
れ
に
揺
れ
た
ニ
ザ
で
あ
り
ま
す
。

一
し
ま
す
が
、
郵
便
局
で
は
転
居
届
の
出
し

七
三
年
十
月
第
四
次
中
東
戦
争
は
一
ケ

…
で
あ
る
も
の
に
限
っ
て
、

一
年
間
だ
け
新

月
余
で
収
拾
さ
れ
た
も
の
の
そ
れ
が
引
金
恥
し
い
住
所
へ
郵
便
物
を
転
送
す
る
こ
と
に

と
な
っ
て
、
先
進
国
側
の
資
本
主
義
経
済

伽
な
っ
て
い
ま
す
。

の
矛
盾
が
七
四
年
に
入
っ
て

一
気
に
噴
出
品
転
居
崩
用
紙
は
、
全
国
の
郵
便
局
の
窓

し
た
形
と
芯
り
、
世
界
は
ま
さ
に
激
動
と

叩
口
ゃ
、
市
町
村
復
場
に
も
あ
り
ま
す
。
ぉ

大
動
乱
の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
と
う
し
州
知
り
合
い
の
方
に
出
さ
れ
る
転
居
通
知
を

た
情
勢
の
中
で
目
、
米
、
英
、
仏
、
西
独
、
川
そ
の
ま
ま
郵
便
局
へ
出
さ
れ
て
も
結
憐
で

伊
で
相
つ
ぐ
政
権
交
代
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
い
す
。

の
力
の
政
治
家
よ
り
も
協
調
性
の
あ
る
政
ト
・
－

a司
蝿
露
盤
盟
副

E
E
E
E
E
W

治
家
を
求
め
ま
し
た
。

川
闘
訓
幽
田
佐
臨
問
附
副
院
副
摺
回
臨

し
か
し
石
油
危
機
に
端
を
発
し
た
自
由

叩

a豊
富
渇
蝿
理
事
語
調
童
話
語
調
司

経
済
諸
国
は

一
壊
に
イ
ン
フ
レ
高
物
価
と
叩
こ
れ
か
ら
は
鯉
の
ぼ
り
ゃ
凧
あ
げ
の
季

不
況
が
相
乗
す
る
ば
か
り
で
先
行
き
不
安

叫
節
で
す
。

の
状
態
で
暮
れ
ま
し
た
。
日
本
写
真
年
鑑

中

鯉

の
ぼ
り
は
電
線
か
ら
十
分
離
れ
た
と

は
一
九
七
四
年
の
出
来
事
を

一
日
で
見
る

…
ζ

ろ
に
立
て
ま
し
ょ
う
。

事
が
出
来
る
ニ
ュ

ー
ス
写
真
で
す
。

三
月

…
風
が
吹
い
た
り
し
て
鯉
の
ぼ
り
が
電
線
に

フ
イ
リ
ァ
ピ
ン
の
ル
パ
ン
グ
島
で
小
野
田
川
ふ
れ
、
感
一泡
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

克
郎
元
少
尉
が
救
出
さ
れ
コ
一O
年
ぶ
り
に

叫

組
問
の
土
を
踏
み
ま
し
た
。
ま
た
十
二
月

山

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
モ
ロ
タ
イ
問
問
で
台
持
出

州

身
の
元
円
本
兵
中
村
姉
夫
さ
ん
救
出
な
ど

川

の
ニ
ュ
ー
ス
写
真
も
の
っ
て
い
ま
す
。

一
4

枚
の
報
道
写
真
は
何
百
何
千
の
一文
字
よ
り

い

肢
も
紙
弁
で
印
象
の
強
い
も
の
で
す
。
ど
ト

う
か
お
気
軽
に
図
書
館
に
来
て
閲
覧
し
て
ル

下
さ
い
。

川

お
せ
い
さ
ん
の
落
語

疑
惑
伊
勢
物
語
O
L
毅
人

抱
擁
寝
業
師

が
ん
じ
が
ら
め
（

一
）

(10) 
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と
と
し
も
ま
た
、
山
火
事
の
危
険
シ
ー

ズ
ン
に
入
り
ま
し
た
。
年
間
を
通
じ
て
山

火
事
の
最
も
多
く
発
生
す
る
の
が
、
三
月

ご
ろ
か
ら
五
月
ご
ろ
に
か
け
て
多
く
、
年

間
発
生
件
数
の
う
ち
約
六

O
%
は
こ
の
時

期
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

乙
の
期
間
は
雨
が
あ
ま
り
降
ら
ず
、
こ

の
た
め
空
気
が
乾
織
し
、
下
車
な
ど
も
村

れ
て
い
る
の
で
、
山
火
事
が
発
生
し
や
す

い
条
件
に
あ
る
か
ら
で
す
。

山
火
頃
は
な
ぜ
起
き
る
か
。
阪
閃
別
の

ト
γ
プ
は
タ
バ
コ
の
火
の
不
始
末
、
次
は

た
き
火
な
ど
に
よ
る
も
の
。
と
の
こ
つ
が

L

圧
倒
的
に
多
く
、

い
ず
れ
も
不
注
患
に
よ
一

る
失
火
の
ひ
と
と
と
に
つ
き
ま
す
。
と
く
げ

に
タ
バ
コ
の
火
の
不
始
末
は
建
物
火
災
な

ど
も
含
め
、

出
火
原
因
の
王
者
と
い
わ
れ

て
い
る
だ
け
に
、
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
す
る

と
と
。
乙
れ
以
外
に
適
当
な
，予
防
法
は
あ

り
ま
せ
ん
。

近
年
森
林
の
憩
の
場
を
求
め
る
傾
向
が

強
ま
り
、

ハ
イ
カ
ー
等
の
入
山
者
の
増
加

に
伴
い
、
本
県
に
お
け
る
昨
年

一
年
間
の

山
林
原
野
火
災
は
五

O
件
で
、
昭
和
四
七

年
以
来
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

山
火
事
予
防
重
点
事
項

付
た
き
び
の
跡
始
末
を
完
全
に
す
る
こ
と

伺
タ
バ
コ
の
吸
慰
は
必
ず
消
す
こ
と

同
火
入
れ
の
許
可
は
必
ず
と
る
こ
と

同
林
内
で
の
子
供
の
火
遊
び
に
注
意
す
る

目

』

ム

』 山 郷

火緑士
事のの
守力、山美

ろら林し
うをし1
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も

ム
ゲ
ま
た
来
る
と
山
に
替
っ
て

火
の
始
末
。

朝
日
町
二
＋
年
の
う
つ
り
か
わ
リ
の

特
集
を
終
え
て

錦

町
政
一

．十
周
年
記
念
事
業
と
タ
イ
ア
y

擦
プ
し
て
、
町
広
報

「
あ
さ
ひ
」
も
昭
和
四

臨
十
九
年
度
は
、
「
朝
日
町
二
十
年
の
う
つ

伝
り
か
わ
り
」
を
表
題
に
掲
げ
、
変
貌
す
る

鍛
朝
日
町
の
盗
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、

回戦
記
念
事
業
に
ふ
さ
わ
し
い
特
集
シ
リ
ー
ズ

滋
と
し
て
好
評
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
心

一明

ま
だ
ま
だ
多
く
の
ポ
紹
介
地
域
や
場
所

も
あ
り
ま
す
が
、
行
い
写
真
の
な
い
乙
と

J

な
ど
で
思
う
よ
う
に
紹
介
で
き
な
か
っ
た

捌
の
が
心
桟
り
で
し
た
。

川

町
広
報
「
あ
さ
ひ
」
は川州
、卜
で
も
丈
化

的
待
り
高
い
山
間
色
の
広
報
紙
と
し
て
川
町
店
J

1
Mや
品
者
の
強
い
関
心
を
集
め
て
お
り
ま

叱
す
が
、
制
作
浪
費
H
会
で
は
そ
の
特
色
表

（
写
真
は
山
林
内
の
火
事
の
あ
と
）

広報編集委員長辞任に当って

九里 道

持
す
ベ
く
、
本
年
も
引
続
い
て
特
集
シ
リ

ー
ズ
と
し
て
古
く
か
ら
と
の
朝
日
町
に
伝

承
銭
存
す
る
習
慣
、
祭
弘
、
芸
能
な
ど

「

朝
日
町
風
土
記
」
と
題
し
て
紹
介
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

占
い
時
代
か
ら
庶
民
た
ち
が
伝
承
し
て

き
た
心
の
祈
り
と
も
言
う
べ
き
、
生
活
習

慣
や
、
芸
能
な
ど
、
社
ム
民
情
勢
激
変
の
荒

肢
を
ひ
っ
そ
り
と
避
け
て
細
々
受
け
つ
が

れ
て
い
る
も
の
を
乙
乙
に
絹
介
し
、
「
あ

あ
乙
ん
な
と
乙
ろ
に
、
こ
ん
な
に
と
が
」

と
関
心
の
自
を
向
け
て
い
た
だ
く
乙
と
が

目
的
で
、
未
来
へ
の
伝
ぷ
は
そ
の
側
仙
判

断
と
共
に
住
民
に
よ
っ
て
自
然
発
生
的
に

考
え
ら
れ
る
乙
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

「ム「

マナ

朝日町誕生以来、広報あさひの創刊とともに今日まで、

いつしか二十年たちました。

朝日町が誕生直後、公民館報に代るべき町の広報発刊の

話が出て当時の町長金森吟氏に進言し、その要望が容れら

れて広報 「あさひ」の誕生を見るに至りました。

発足当時は、教育委員会に編集部をおき、私が推されて

委員長に就任しました。

編集に当って最も苦心したととは全町民に親しまれる広

報でなければならないということで、表紙に興味ある談話

をのせることによって住民の心をとらえるという配慮で、

課題写真と記事に、いろいろ苦労したものです。

今や広報は朝日町の金家庭のみならず、どと国各地に活躍

されている郷土出身の)5々 にも乙れを送り、II汀との連絡を

保つ一つのかけ栂としての役割も果しており、大変感謝さ

れております。

今日の広報あさひは、編集、体裁、印刷の面でもまさに

画期的な発展をとげており、町民の中には創刊以来一部も

欠かさず保存しておられる方も何人かおられ、町の過去を

展望するにこよなき資料として、 正に町の歴史が 『あさひ

』によって記録されていると言えまし ょう。

私はとの二十年の長期間にわたって、広報あさひのため

今日まで微力を尽して来ましたが、一昨年来、現力が極度

に誠退し、これ以上重要な広報編集障に止まることは不適

であると思いますのでとのたび辞任するζとにいたしまし

た。

長年のご協力を感謝しますと同時に、後任の方々の活躍

により、さらによりよい広報あさひの発展を期待して辞任

の挨拶に代えます。

。。

コ
一月
十
日
か
ら
の
時
刻
改
正
で
北
陸
諜

川
国
鉄
ダ
イ
ヤ
は
次
の
よ
う
に
便
利
に
な
り

ル
ま
し
た
。
御
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

附
す
。

引

1

大
阪
行
き
の
特
急
、

急
行
は
越
後
、

叩
き
た
ぐ
に
等
一
部
を
除
い
て
米
原
を
通
過

川
せ
ず
湖
西
線
を
通
り
、
十
五
分
前
後
の
ス

ル
ピ
l
ド
ア
ッ
プ
と
運
賃
が
百
円
安
く
な
り

川
ま
し
た
。
こ
の
た
め
新
幹
線
米
原
鍍
続
の

叩
た
め
特
愈
加
越
が
白
山
か
ら
新
設
さ
れ
ま

卜
し
た
の

小

2

富
山
か
ら
の
特
急
雷
鳥
、
加
越
、
し

ル
ら
さ
ぎ
が

「
エ
ル
特
急
」

（自
由
席
三
両

叩
連
絡
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
四
月
二
十

川
六
日
J
五
月
六
日
の
聞
は
全
車
指
定
）

伽

3

金
沢
、
上
野
聞
に
寝
台
特
急
、
北
陸

叩
が
一

往
復
新
設
と
な
り
、
従
来
の
北
陸
．2

叩
号
は
能
登
に
変
更
に
な
り
、
自
由
席
車
三

川
両
指
定
席
率
二
岡
、
グ
リ
ー
ン
車
一
両
、

ト

B
寝
台
車
五
両
A
寝
台
車

一
両
連
結
さ
れ

附
て
お
り
ま
す
。

叩
4

季
節
列
車
上
り
立
山
1
号

（泊
発
8

叩
時
ぽ
分
）
、
下
り
立
山
3
号
は
（
泊
発
6

川
時
川
円
分
）
六
月
三
十
日
ま
で
毎
日
運
転
し

脚
て
お
り
ま
す
。

士、
ι

富
山
i
糸
魚
川
間
に
快
速
一
往
復
増

州
発
に
な
り
ま
し
た
。
泊
駅
の
発
車
時
刻
は

川
上
り
引
時
日
分
（
金
沢
行
）
、
下
り
円
時

昨

3
分
〈
福
井
1
糸
魚
川
間
〉
で
す
。
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四

朝
日
町
善
意
銀
行

社
A
袷
祉
の
増
進
の
た
め
、
次
の
か
た

が
た
か
ら
、
関
置
な
部
店
の
鼠
託
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
こ
に
厚
く
お
叫
を
巾
し
あ
げ
ま
す
。

壱
千
弐
一
白
拾
五
円
也
泊
高
等
学
校
生
徒
会
殿

泊
尚
等
学
校
生
徒
会
の
み
な
さ
ん
が
、

思
ま
れ
な
い
人
波
の
た
め
に
役
立
て
た

い
と
協
い
気
持
を
持
ち
寄
っ
て
、
代
日
衣

の
・
中
島
製
討
が
持
参
さ
れ
た
も
の
。

弐
下
内
山
宇

祭

月

町

奥

田

利

秋

殿

講
師
謝
礼
の
分
を
社
会
福
祉
の
噌
進
に

と
預
託
さ
れ
た
も
の

弐
万
円
也
桜

町

南

茂

健

太

郎

殿

な
く
な
ら
れ
た
御
母
堂
せ
き
さ
ん
の
供

養
の
た
め
老
人
福
祉
の
精
進
に
役
立
て

て
下
さ
い
と
持
参
さ
れ
た
も
の

参
万
円
也
官

民

下

町

玉

木

俊

夫

殿

な
く
な
ら
れ
た
御
母
堂
綾
子
さ
ん
の
供

養
の
た
め
老
人
補
祉
の
増
進
に
従
立
て

た
い
と
持
参
さ
れ
た
も
の

五
百
円

ひ ，さ－ あ報 一
開和32年 8月 8日 付ー
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前

川

孝

子

殿

拾
得
金
を
社
会
筒
祉
の
た
め
に

五
万
円
也
荒

川

五

丁

目

上

野

孝

殿

な
く
な
ら
れ
た
御
舟
設
と
き
さ
ん
の
仇

益
の
た
め
社
会
嗣
祉
の
地
進
に
役
立
て

下
さ
い
と
持
参
さ
れ
た
も
の

白

米

六

斗山

瞬

九

里

舎

義

殿

恵
ま
れ
な
い
人
達
の
た
め
に
役
立
て
て

下
さ
い
と
持
参
さ
れ
た
も
の

し増
減
ペ
ぞれ
り
寄
贈
、

大
山
家
正
小
学
校
へ

犬
家
庄
小
学
校
後
緩
会
か
ら

陥
耕

一
組

映

写

諒

一

代
日
銀

一

共
同
机

一

プ

l

w
日
よ
け

一

戦
員
研
修
悶
訂
十
郎

大
家
庄
小
学
校
育
成
会
か
ら

児
童
図
占
二
十

一
附

官

製

一

陸
、
海
、
空

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

一

あ
な
た
の
米
来
は
大
き
く
開
け
て

一
い
ま
す
c

一

技
術
（
資
桔
）
は
身
を
た
す
け
、

将
来
が
約
束
さ
れ
ま
す
。

各
種
車
両
免
許

車
両
、

航
空
機
整
備

通
信
、
会
計
、
測
量

そ
の
他
殺
種
に
応
じ
て
多
く
の
国

家
資
格
免
許
が
あ
り
ま
す
。

－
資
格満
十
八
才
i
二
十
五
才
未
満
の

男
子

・
待
遇衣
、
食
、
住
無
料
支
給

初
任
給
五
万
八
千
二

Oυ
円

賞

与

年

三
回
支
給

・
勤
務
地
陸
、
海
、
空
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
が
全
国
各
地

・
受
付
相
談
は

朝
日
町
役
場
総
務
謀
へ

自
術
隊
宮
山
地
方
連
絡
部

T
E
L
四
一

ム
ニ
二
七

一

い
つ
で
も
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

犬
家
庄
小
学
校
昭
和
四
十
九
年
度
準
業

生
か
ら
、

キ
ャ
ン
プ
用
テ
ン
ト

一
張

道
下
由
井
一
男
氏
か
ら
遊
具
治
混

．
川
附
小
学
校
へ

稚
内
市
波
間
三
郎
兵
衛
氏
か
ら
児
市
一

間
関
内

一
式

－
境
小
学
校
へ

大
平
根
建
正
昭
氏
か
ら
砂
場
砂
．
A
口

花
だ
ん
プ
ロ
ッ
ク
一

O
O個

・
町
江
小
、
中
学
校
全
校
へ

日
東
紡
績
株
式
会
社
泊
工
場

（代
表
回

尻
文
一
氏
〉
よ
り
数
紙
別
府
廿
将．

一七

’U凶
M
吋i
a
 

d
J
J
a引
U
H

・
泊
巾
学
校
へ

泊
中
学
校
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